新潟市民芸術文化会館　公演防災計画書　
	　　　年　　　月　　　日
新潟市民芸術文化会館 支　配　人　様
主　催　者
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名（団体にあっては名称及び代表者の氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新潟市民芸術文化会館の利用において、下記のとおり防災要員を配置します。また、災害発生時は新潟市民芸術文化会館管理者の指示のもと、公演中止・中断や避難誘導など必要な措置及び対応を致します。（災害時の対応については裏面をご確認下さい。）
１．防災体制について

	会場名
	コンサートホール　・　劇場　・　能　楽　堂　・　スタジオ

	公   演   日
	    　　     年     月     日   ～   　     年     月     日

	公   演   名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	客席避難誘導員
	氏名　　　　　　　　　 　ほか　　　  名　
レセプショニスト　□配置あり　□配置なし　［いずれか✓］

	
２．公演中に誘導灯を 　□　消灯しません。　　□  消灯します（下記要件による）。　［いずれか✓］

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	
	　　　　　　　　　
	※非常時に客電を操作し誘導灯を点灯させるオペレーター

	［いずれか✓］

３. 公演中に非常放送（感知器発報放送・非火災報放送）を　□停止しません。　
 □停止します（下記要件による）。

	
	非常放送確認係
	　　　　　　　　　
	※感知器発報放送をホワイエで確認できる方

		誘導灯消灯・非常放送停止の条件（公演開始前の入場者への告知例は裏面をご参考下さい）
①　誘導灯については、演出上必要な場面のみ消灯可能とします。
②　公演等の開始前に入場者に対し、誘導灯が消灯する事の告知を行って下さい。
③　専任の非常放送確認係を配置してください。
④　専任の誘導灯操作係を配置してください。
⑤　ホール内各出入口に避難誘導に必要な人員を配置してください。
⑥　誘導灯消灯時には、客の入出はさせないで下さい。
⑦　その他、新潟市民芸術文化会館職員の指示に従って下さい。




	

	
	施設運営部長
	舞台技術課長
	施設・利用課長
	担当

	
	
	
	
	


災害時の対応について
新潟市民芸術文化会館における災害時の対応について、下記事象が発生した場合、公演を一時中断し、会館職員と協議の上、観客・関係者の避難誘導など必要な措置や対応を行っていただきます。
公演の継続については、会館職員と協議の上、会場ごとに判断を行います。
下記以外の災害については、会館職員で組織する災害対策本部と協議の上、判断を行います。
　　【火災】館内火災報知設備が火災相当の煙火を検知したとき
　　【地震】新潟市中央区で震度4以上の地震が発生したとき（震度5弱以上は公演を中止し閉館します）

誘導灯消灯　・　非常放送停止　における公演開始前の入場者に対する告知（例）
誘導灯消灯の案内メッセージ
公演中は、ホール内の避難口誘導灯が消灯されますが、非常の際には誘導灯は点灯します。また、感知器の発報、火災の発生が確認された時には、ホール内に火災をお知らせする放送が流れますので、出入口付近の誘導員の指示に従って避難して下さい。

非常放送停止の案内メッセージ
公演中は、ホール内の非常放送の一部（感知器発報放送・非火災放送）を停止しますが、非常の際には舞台に向かって＊＊側の壁に設置してあります禁煙表示の下に火災感知器の動作をお知らせする流動メッセージが流れます。また、火災発生が係員によって確認された時には、ホール内に火災をお知らせする放送が流れますので、出入口付近の係員の指示に従って避難して下さい。

非常放送停止及び誘導灯消灯の案内メッセージ
公演中は、ホール内の非常放送の一部（感知器発報放送・非火災放送）を停止し、避難口付近の誘導灯も消灯しますが、非常の際には舞台に向かって＊＊側の壁に設置してあります禁煙表示の下に火災感知器の動作をお知らせする流動メッセージが流れ、誘導灯は点灯します。また、火災発生が係員によって確認された時には、ホール内に火災をお知らせする放送が流れますので、出入口付近の誘導員の指示に従って避難して下さい。
＊＊はホールごとに下記のとおり読み替えてください
　　　→　　　左
　　　→　　　左
　　　→　　　右

